


　

  

猫
島
議
員

　

中
山
間
地
域
交
付
金
の
支
払
い
時

期
は
い
つ
か
。

　

  

伊
藤
農
林
水
産
課
長

十
一
月
中
の
支
払
い
予
定
。

　

  

西　

議
員

　

本
年
度
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
確
保
は
。

　

  

小
丹
保
町
民
課
長

　

今
年
の
ワ
ク
チ
ン
の
量
は
確
保
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
季
節
性
と
新
型
ワ

ク
チ
ン
の
混
合
で
あ
る
。

　

  

青
木
議
員

　

プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
振
興
券
補
助
の

予
算
は
賛
成
だ
が
、
先
の
全
員
協
議

会
に
て
様
々
な
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
を
商
工
会
に
伝
え
る
の
か
。

　

  

平
井
企
画
振
興
課
長

　

皆
様
か
ら
頂
い
た
意
見
を
参
考
に
、

商
工
会
に
伝
え
て
い
る
。
地
域
の
住
民

に
喜
ば
れ
る
よ
う
、
商
工
会
役
員
会
で

協
議
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

  

田
沢
議
員

　

緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
に
つ
い

て
従
事
す
る
者
二
名
は
、
現
在
決
定
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
旅
費
の
基
準
地

は
ど
こ
か
。

　
  

山
田
総
務
財
政
課
長

　

回
覧
に
よ
る
案
内
と
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
人
し
て
い
る
。
期
限
は
、
九
月

二
十
七
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

答 質
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平
成
二
十
二
年
第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
二
十
一
日
開
会
さ
れ
、
町

長
提
出
の
予
算
六
件
、
人
事
二
件
、
報
告
一
件
、
そ
の
他
一
件
、
議
員

提
出
の
意
見
案
二
件
そ
の
他
一
件
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
に
可
決
し

た
。
平
成
二
十
一
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
決
算
審
査
特
別
委
員

会
に
付
託
し
、
同
日
閉
会
し
た
。

平成2 2年
一般会計補正額 3億3,057万円を追加

質 答答

一般会計総額39億4,137万円

1,524万円追加
3万円追加

303万円減額
54万円追加

総額
総額
総額
総額

・北海道市町村備荒資金組合超過納付金 3億0,000万円
・女子職員住宅階段改修工事 297万円
・福祉有償運送事業分車両購入費 240万円
・中山間地域等直接支払交付金 449万円
・林業振興費「緊急雇用創出推進事業分」
　「エゾシカ被害防止緊急捕獲事業分」他 747万円
・衛生管理型（定温）荷捌所整備事業補助金 166万円
・苫前町プレミアム地域振興券発行事業補助金 500万円
・北留萌消防組合消防施設負担金 210万円

補正の主なもの

5億8,094万円
4,792万円

2億9,274万円
132万円

主　

な　

質　

疑　

内　

容

　

  

伊
藤
農
林
水
産
課
長

　

旅
費
に
つ
い
て
は
、
古
丹
別̶

苫
前

間
の
設
定
で
あ
る
。

　

  

阿
部
議
員

　

林
業
振
興
費
の
緊
急
雇
用
創
出
事

業
と
エ
ゾ
シ
カ
被
害
防
止
緊
急
捕
獲

事
業
で
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず
つ
人
員
を

要
し
て
い
る
が
チ
ー
ム
と
し
て
動
く
の

か
。
調
査
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
調

査
か
。

　

  

伊
藤
農
林
水
産
課
長

　

こ
の
事
業
は
北
海
道
の
地
域
づ
く

り
総
合
交
付
金
、
国
の
緊
急
雇
用
に

分
け
ら
れ
、
調
査
は
冬
期
間
、
越
冬

す
る
エ
ゾ
シ
カ
が
ど
ん
な
状
況
で
群
れ

を
つ
く
り
移
動
す
る
の
か
と
い
う
の
が

主
な
も
の
。

　

  

渡
部
議
員

　

国
の
雇
用
対
策
事
業
は
、
雇
用
が

成
立
す
る
か
疑
問
と
不
安
が
あ
る
。
町

単
独
で
七
十
頭
捕
獲
予
定
だ
が
、
既

に
捕
獲
し
た
の
か
。
更
に
二
事
業
で
百

頭
捕
獲
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
可

能
か
。

　

  

伊
藤
農
林
水
産
課
長

捕
獲
数
七
十
頭
は
現
段
階
で
は
ま
だ

消
化
し
て
い
な
い
が
、
猟
友
会
と
協
議

し
た
中
で
二
事
業
併
せ
た
捕
獲
頭
数

は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

質

質答 答質 答

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
老 人 保 健 特 別 会 計

質答
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国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

  
林　

議
員

　

療
養
給
付
費
負
担
金
返
還
金
が
昨

年
度
と
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
る
要
因

と
、
退
職
者
医
療
費
交
付
金
返
還
金

が
六
月
議
会
で
増
額
、
九
月
議
会
で
減

額
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
説
明
願
う
。

　

  

小
丹
保
町
民
課
長

　

要
因
と
し
て
は
、
大
き
な
病
気
な

ど
が
少
な
く
健
康
に
過
ご
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
と
、
連
合
会
の
計
算
と
の
誤
差

に
よ
り
増
減
が
生
じ
た
。

答 質

【
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
】

　

伊
藤
通
康
氏
（
字
古
丹
別　

五
十
九

歳
）
を
教
育
委
員
会
の
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
同
意
し
た
。

賛
成
五
人
・
反
対
四
人

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
】

　

小
野
善
市
氏
（
字
苫
前　

七
十
四

歳
）
を
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

全
員
賛
成

【
議
会
広
報
研
修
会
】

　

八
月
二
十
日
・
札
幌
市
に
て
開
催

さ
れ
た
研
修
会
に
議
会
報
発
行
特
別

委
員
会
の
委
員
五
名
が
参
加
。

　

今
年
は
広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
深

沢
徹
氏
の
熱
弁
に
感
激
し
、
あ
ら
た

め
て
広
報
紙
に
取
り
組
む
姿
勢
と
技

術
的
な
指
導
を
受
け
、
今
後
に
繋
が

る
も
の
と
思
う
。

【
留
萌
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会
】

　

九
月
一
日
・
初
山
別
村
に
て
開
催

さ
れ
た
研
修
会
に
議
員
九
名
が
参

加
。
講
師
に｢

生
放
送
の
職
人
と
し

て
…
そ
の
舞
台
裏｣

と
題
し
て
Ｓ
Ｔ

Ｖ
主
任
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
明
石
栄
一

郎
氏
に
よ
る
日
頃
聞
き
な
れ
ぬ
講
演

に
耳
を
傾
け
た
。

【
北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
】

　

七
月
一
日
〜
二
日
・
札
幌
市
に
て

開
催
さ
れ
た
研
修
会
に
議
員
十
名
が

参
加
。
初
日
は
農
業
ビ
ッ
グ
バ
ン
の

経
済
学｢

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
口
減

少
時
代
の
農
政
改
革｣

と
題
し
て
経

済
産
業
研
究
所
の
上
席
研
究
員
山
下

一
仁
氏
に
よ
る
講
演
と
、
政
局
展
望

は
白
鴎
大
学
教
授
の
福
岡
政
行
氏
の

講
演
を
拝
聴
し
た
。

　

二
日
目
に
札
幌
市
指
定
シ
ニ
ア
サ

ロ
ン
モ
デ
ル
事
業
指
定
の
地
域
交
流

サ
ロ
ン
「
こ
の
は
な
」
を
視
察
し
た
。

こ
の
施
設
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
が
経
営
す
る
時
代
を
先
取
り

し
た
施
設
と
し
て
現
場
の
ご
苦
労
と

努
力
に
感
嘆
し
、
一
連
の
研
修
を
終

え
た
。

各
種
研
修
会
に
参
加

臨

時

会

六
月
二
十
五
日
開
催

一
般
会
計
補
正
予
算

　

追
加　
　
　
　

二
、
六
一
三
万
円

　

総
額　

三
六
億
〇
、
八
一
七
万
円

【
補
正
内
容
】

・
公
有
林
整
備
事
業
債
繰
上
償
還

　
　
　
　
　
　
　

二
、
五
五
〇
万
円

・
地
域
ぐ
る
み
の
子
ど
も
読
書
活
動

　

推
進
事
業
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
三
万
円

七
月
十
六
日
開
催

一
般
会
計
補
正
予
算

　

追
加　
　
　
　
　
　
　

七
六
万
円

　

総
額　

三
六
億
〇
、
八
九
三
万
円

【
補
正
内
容
】

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
道
大
会
出
場

　

事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
六
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

追
加　
　
　
　
　
　

三
一
一
万
円

　

総
額　
　

五
億
六
、
五
六
九
万
円

【
補
正
内
容
】

・
特
定
検
診
未
受
診
者
対
策
等
業
務

　

委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
一
一
万
円

八
月
五
日　

開
催

一
般
会
計
補
正
予
算

　

追
加　
　
　
　
　
　

一
八
八
万
円

　

総
額　

三
六
億
一
、
〇
八
一
万
円

【
補
正
内
容
】

・
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
八
万
円

八
月
二
十
三
日
開
催

風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

追
加　
　
　
　

四
、
九
四
七
万
円

　

総
額　
　

一
億
〇
、
一
六
三
万
円

【
補
正
内
容
】

・
風
車
三
号
機
増
速
機
交
換
業
務
委

　

託
料

　
　
　
　
　
　
　

四
、
九
四
七
万
円

届
け
現
場
の
声
！　
政
府
に
意
見
書
を
提
出

　

本
道
の
発
展
と
豊
か
な
道
民
生

活
の
確
保
の
た
め
生
活
の
生
命
線

で
あ
る
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る

た
め
の
予
算
確
保
に
つ
い
て
要
望
す

る
。

一
、
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
早
期
形
成
の
事
業
化

二
、
老
朽
化
し
た
道
路
施
設
の
長
寿

命
化
費
用
の
支
援
、拡
充

三
、
冬
季
交
通
に
お
け
る
安
全
性
の

確
保
、交
通
事
故
対
策
、
自
然
災
害

時
の
交
通
機
能
の
確
保
な
ど
、道
路

の
整
備
及
び
維
持
に
必
要
な
予
算

額
確
保

四
、一
括
交
付
金
の
制
度
設
計
に

は
、
地
域
の
様
々
な
課
題
に
対
応
で

き
る
制
度
の
充
実
と
必
要
な
予
算

額
確
保

五
、
事
業
評
価
は
地
域
の
提
案
を

反
映
さ
せ
、
救
急
医
療
、
観
光
、
災

害
対
策
な
ど
、
多
様
な
効
果
の
検

討
。

六
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
貸
付
金

制
度
の
維
持
・
拡
充

道
路
整
備
に関す

る
意
見
書

　

森
林
整
備
の
着
実
な
推
進
と
、

林
業
、
木
材
産
業
の
活
性
化
施
策

の
実
現
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

一
、
地
域
温
暖
化
防
止
・
森
林
吸
収

源
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
安
定

的
な
財
源
措
置
の
確
保
、
森
林
所

有
者
の
植
林
意
欲
を
高
め
る
た
め

の
森
林
経
営
対
策
の
推
進

二
、
森
林
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
所

有
者
の
責
務
の
明
確
化
、
大
面
積

皆
伐
の
抑
制
や
伐
採
後
の
植
林
に

対
す
る
仕
組
み
の
構
築

三
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
着
目

し
た
木
材
利
用
の
促
進
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
な
ど
を
拡
大

四
、
施
業
の
集
約
化
を
担
う
人
材
、

現
場
事
業
の
担
い
手
の
育
成
確
保

を
図
り
、
森
林
整
備
に
要
す
る
経

費
の
定
額
助
成

五
、
森
林
・
林
業
政
策
の
推
進
に

責
献
す
る
た
め
、
国
に
よ
る
一
体
的

な
管
理
運
営
体
制
の
確
立

森
林
林
業
政
策
に

関
す
る
意
見
書
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委

員

会

レ

ポ

ー

ト

　

所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
町
内
視

察
を
実
施
し
た
。

■
北
留
萌
消
防
組
合
苫
前
支
署

　

北
留
萌
消
防
組
合
苫
前
支
署
の
サ

イ
レ
ン
（
平
成
四
年
設
置
）
が
老
朽
著

し
く
、
吹
鳴
に
異
常
あ
り
交
換
す
る
。

■
女
子
単
身
住
宅

　

平
成
四
年
建
設
の
女
子
単
身
住
宅

（
苫
前
）
の
玄
関
階
段
が
経
年
劣
化

に
よ
り
著
し
く
危
険
で
あ
り
、
取
替

え
改
修
す
る
。

■
九
重
「
寿
の
家
」

　

九
重
「
寿
の
家
」
（
昭
和
五
十
九

年
建
設
）
の
屋
根
及
び
破
風
の
既
設

塗
装
の
機
能
低
下
が
著
し
く
、
管
理

を
委
託
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

塗
装
施
工
の
助
成
を
要
望
す
る
申
し

出
が
あ
り
、
こ
の
工
事
に
対
し
補
助

金
を
交
付
す
る
。

■
苫
前
小
学
校

　

交
付
金
事
業
に
よ
り
整
備
し
た
ト

イ
レ
、
遊
具
施
設
等
の
確
認
及
び
老

朽
化
し
た
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
改
修
の
陳

情
を
受
け
る
と
と
も
に
、
授
業
も
参

観
し
た
。

■
苫
前
中
学
校

　

交
付
金
事
業
に
よ
り
整
備
し
た
グ

ラ
ン
ド
改
修
、
図
書
整
備
を
確
認
。

学
校
の
現
状
、
課
題
等
の
説
明
を
受

け
る
。

察
確
認
し
た
。

■
古
丹
別
小
学
校

　

交
付
金
事
業
に
て
施
工
し
た
図
書

整
備
、
ト
イ
レ
改
修
、
遊
具
設
置
、

前
庭
舗
装
等
を
確
認
、
授
業
も
参
観

し
た
。

■
古
丹
別
中
学
校

　

交
付
金
事
業
に
よ
り
改
修
し
た

グ
ラ
ン
ド
整
備
、
ト
イ
レ
の
改
修
、

図
書
整
備
の
確
認
を
し
、
学
校
の
現

状
、
課
題
等
の
説
明
を
受
け
、
授
業

も
参
観
し
た
。

■
ハ
マ
ナ
ス
公
園

　

施
設
の
現
状
（
老
朽
化
し
た
遊

具
、
防
護
柵
）
を
視
察
し
た
。

■
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

　

管
理
棟
及
び
老
朽
化
し
た
各
施
設

の
現
状
を
視
察
し
た
。

■
な
な
か
ま
ど
の
館

　

交
付
金
事
業
に
て
施
工
し
た
屋
根

改
修
を
確
認
及
び
老
朽
化
し
た
外
壁

等
を
視
察
し
た
。

■
苫
前
町
公
民
館

　

交
付
金
事
業
に
て
施
工
し
た
、
ボ

イ
ラ
ー
の
交
換
を
確
認
し
た
。

□
新
公
会
計
制
度
に
伴
う
業
務
委
託

　

国
が
示
し
た
企
業
会
計
の
手
法
を

取
り
入
れ
た
、
財
務
書
類
の
作
成
と

開
示
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、

固
定
資
産
台
帳
、
貸
借
対
照
表
等
の

資
産
評
価
に
関
す
る
支
援
業
務
に
、

専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
民
間
業
者

に
公
有
財
産
の
デ
ー
タ
化
を
委
託
す

る
。

　

所
管
事
務
調
査
の
た
め
、
町
内
視

察
を
実
施
し
た
。

■
三
渓
分
収
育
林

　

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
に
国
と
分

収
育
林
契
約
し
た
国
有
林
を
視
察
し

た
。

■
豪
雨
災
害
東
川
地
区
被
災
箇
所

　

七
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
東
川
地
区
の
農
地
を
視
察
し
た
。

■
古
丹
別
川
冠
水
箇
所

　

七
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
冠
水
し

た
農
地
を
視
察
し
た
。

■
エ
ゾ
シ
カ
電
牧
柵
の
設
置
状
況

　

エ
ゾ
シ
カ
の
被
害
防
止
の
た
め
に

設
置
し
た
香
川
地
区
の
電
牧
柵
を
視

察
し
た
。

■
豪
雨
災
害
長
島
地
区
被
災
箇
所

　

七
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
長
島
地
区
の
農
地
を
視
察
し
た
。

■
豪
雨
災
昭
和
地
区
被
災
箇
所

　

八
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
排
水
設
備
を
視
察
し
た
。

■
融
雪
災
害
昭
和
地
区
被
災
箇
所

　

今
年
の
融
雪
に
よ
り
被
災
し
た
昭

和
地
区
の
農
地
を
視
察
し
た
。

総

務

文

教

常
任
委
員
会
平成22年
8月30日
開　催

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長 　

阿　

部　

俊　

一

　

副
委
員
長 　

青　

木　

幸　

隆

　

委　
　

員 　

小　

倉　

哲　

志

　

委　
　

員 　

渡　

部　

一　

男

　

委　
　

員 　

林　
　
　

秀　

行

　

委　
　

員 　

星　

野　

恭　

司

■
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ

　

施
設
の
現
状(

ト
イ
レ
、
売
店
棟)

を
視
察
、
交
付
金
事
業
に
よ
り
整
備

し
た
管
理
棟
屋
根
及
び
デ
ッ
キ
改
修

を
確
認
し
た
。

■
旧
児
童
会
館
解
体
工
事

　

旧
児
童
会
館
（
古
丹
別
）
、
旧
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
苫
前
）
を
交
付

金
事
業
に
よ
り
解
体
し
た
跡
地
を
視 苫前中学校グランド視察の様子

産

業

厚

生

常
任
委
員
会
平成22年
9月2日
開　催

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長 　

間　

宮　

英　

明

　

副
委
員
長 　

西　
　
　

大　

志

　

委　
　

員 　

猫　

島　
　
　

優

　

委　
　

員 　

田　

沢　
　
　

收

　

委　
　

員 　

林　
　
　

秀　

行

　

委　
　

員 　

星　

野　

恭　

司

昭和地区被災箇所視察の様子

■
昭
和
高
台
一
号
線
災
害
復
旧
事
業

　

今
年
の
融
雪
に
よ
り
被
災
し
た
昭

和
高
台
一
号
線
災
害
復
旧
現
場
を
視

察
し
た
。

■
力
昼
町
有
林

　

力
昼
地
区
の
町
有
林
を
視
察
し

た
。

■
町
道
旭
長
島
線
交
通
安
全
施
設
事

　

業

　

町
道
旭
長
島
線
の
交
通
安
全
施
設

事
業
（
歩
道
新
設
）
現
場
を
視
察
し

た
。

■
苫
前
町
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

セ
ン
タ
ー

　

町
が
指
定
管
理
を
し
て
い
る
苫
前

町
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
を
視
察
し
た
。
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医

療

対

策

特
別
委
員
会
平成22年
9月7日
開　催

□
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金

　

集
団
的
か
つ
持
続
可
能
な
体
制
整

備
単
価
（
集
団
的
サ
ポ
ー
ト
型
）
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
十
割
単
価
を
用

い
る
集
落
が
増
加
し
た
こ
と
と
、
小

規
模
団
地
（
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
）

の
協
定
の
農
用
地
へ
の
取
り
組
み
で

二
団
地
が
新
た
に
取
り
組
み
を
図
っ

た
こ
と
に
よ
り
事
業
費
が
増
額
と
な

っ
た
。

総
事
業
費

　

補 

正 

前　
　

五
、
六
○
九
万
円

　

補 

正 

後　
　

六
、
○
五
八
万
円

　

増　
　

額　
　
　
　

四
四
九
万
円

□
平
成
二
十
二
年
度
下
水
道
事
業
予

　

算
補
正

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
下
水
処
理
場
建
設

工
事
費
が
詳
細
設
計
及
び
入
札
執
行

に
伴
い
執
行
残
が
生
じ
た
が
、
交
付

全
体
額(

八
千
万
円)

の
範
囲
内
で
適

正
な
事
業
執
行
を
図
る
た
め
予
算
補

正
を
し
た
。

　

公
共
下
水
道
処
理
場
建
設
工
事

　
　
　
　
　

二
、
四
六
六
万
円
減
額

　

汚
水
管
渠
工
事

　
　
　
　
　

二
、
一
六
三
万
円
増
額

◆
苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
経
営
損
失

　

補
償
金

　

平
成
二
十
年
五
月
よ
り
無
床
診
療

所
に
変
更
し
、
平
成
二
十
一
年
四
月

よ
り
院
外
調
剤
に
移
行
し
て
い
る
。

平
成
二
十
一
年
度
経
営
損
失
補
償
金

　
　
　
　
　
　
　

二
、
八
一
○
万
円苫前厚生クリニック

◆
介
護
保
険
・
高
齢
者
福
祉
に
関
す

　

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
形
成

の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
町
内
に

居
住
す
る
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
調
査
を
実
施
し
た
。

　
　

発 

送 

数　
　

一
、
二
七
六
件

　
　

回 

収 

数　
　
　
　

九
二
七
件

　
　

回 

収 

率　
　
　

七
二
、
六
％

◆
苫
前
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
二
階
部
分

　

の
活
用

　

地
域
住
民
や
高
齢
者
団
体
等
よ

り
二
階
部
分
の
利
活
用
を
早
急
に
進

め
る
よ
う
要
望
が
あ
る
中
、
町
と
し

て
二
階
部
分
を
無
償
で
借
り
受
け
、

民
間
事
業
者
の
経
営
手
法
を
活
か

し
た
介
護
・
福
祉
施
設
と
し
て
活
用

し
た
い
旨
、
厚
生
連
に
申
し
入
れ
た

が
、
「
有
償
・
無
償
・
収
益
性
を
問

わ
ず
不
動
産
賃
貸
業
に
あ
た
り
定
款

か
ら
外
れ
る
」
と
の
こ
と
で
現
段
階

で
は
、
厚
生
連
自
ら
が
実
施
し
得
る

事
業
以
外
に
二
階
部
分
の
活
用
は
認

め
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今

後
更
に
厚
生
連
と
協
議
を
進
め
て
い

く
。臨

海

地

域

特
別
委
員
会
平成22年
8月19日
開　催

◆
苫
前
夕
陽
ヶ
丘
風
力
発
電
所
風
車

　

三
号
機
増
速
機
の
修
繕
に
つ
い
て

　

風
車
三
号
機
の
増
速
機
の
異
音
、

振
動
及
び
歯
面
の
荒
れ
を
指
摘
さ

れ
、
検
査
し
た
結
果
、
増
速
機
軸
受
ベ

ア
リ
ン
グ
の
鉄
粉
に
よ
り
ギ
ヤ
歯
面

が
荒
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

修
繕
に
あ
た
り
被
害
状
況
か
ら
冬

期
間
の
強
風
に
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
、

修
繕
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

修
繕
費
用　
　

四
、
七
二
五
万
円

全
員
協
議
会

平成22年
9月6・7日
開　催

①
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

　

当
町
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
は
、
次
の
と
お
り
。

　

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　
　

〇
％

　

連
結
実
質
赤
字
比
率　
　
　

〇
％

　

実
質
公
債
費
比
率　

十
九
．
九
％

　

将
来
負
担
比
率　
　

六
十
．
八
％

②
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
に
対
す
る

　

基
金
納
付
（
積
立
）

　

当
町
の
基
金
に
属
す
る
現
金
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
金
融
機
関
に
定
期

積
立
し
て
い
る
が
、
低
金
利
の
長
期

化
に
よ
り
利
息
収
入
が
激
減
し
て
い

る
。　

　

こ
の
た
め
有
利
な
運
用
を
目
的
に

「
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
」

に
、
超
過
金
を
納
付
（
積
立
）
す
る

も
の
。

③
総
合
振
興
計
画
の
策
定

　

地
方
分
権
が
い
よ
い
よ
実
行
段
階

を
迎
え
た
今
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体

に
は
自
ら
の
責
任
と
判
断
で
自
立
し

た
町
の
経
営
の
視
点
に
た
っ
た
総
合

振
興
計
画
が
必
要
。

　

近
年
の
地
方
交
付
税
の
減
少
、
過

去
の
大
型
事
業
に
伴
う
公
債
費
の
肥

大
化
に
よ
る
財
政
の
悪
化
、
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
等
々
、
町
を
め
ぐ
る

社
会
・
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す

る
た
め
、
第
四
次
総
合
振
興
計
画
を

取
り
ま
と
め
る
。

④
新
日
本
海
交
流
セ
ン
タ
ー
の
小
規

　

模
修
繕
に
つ
い
て

　

セ
ン
タ
ー
の
経
年
に
よ
る
施
設

等
の
老
朽
化
・
汚
損
等
が
著
し
い
の

で
、
町
有
財
産
の
維
持
管
理
と
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
な
ど
施
設

の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
修
繕
に

要
す
る
費
用
を
予
算
化
す
る
。

　

修
理
費
用　
　
　
　

三
五
〇
万
円

⑤
福
祉
車
両
購
入
に
つ
い
て

　

訪
問
介
護
、
福
祉
有
償
運
送
事
業

に
使
用
す
る
た
め
「
地
域
づ
く
り
総

合
交
付
金
」
の
内
定
を
受
け
、
福
祉

車
両
一
台
を
購
入
す
る
。

　
　

事 

業 

費　
　

二
四
〇
万
円

　
　

交 

付 

金　
　

一
二
〇
万
円

　
　

一
般
財
源　
　

一
二
〇
万
円

⑥
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
つ
い
て

　

エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
数
の
急
増
に
よ

る
農
林
業
等
の
被
害
対
策
と
し
て
、

国
や
道
の
補
助
金
を
利
用
し
て
、
エ

ゾ
シ
カ
被
害
対
策
緊
急
捕
獲
事
業
を

講
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

事 

業 

費　
　

七
四
七
万
円

　
　

補 

助 

金　
　

六
三
四
万
円

　
　

一
般
財
源　
　

一
一
三
万
円

⑦
苫
前
町
プ
レ
ミ
ア
ム
地
域
振
興
券

　

の
発
行
事
業
に
つ
い
て

　

昨
年
度
実
施
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム

地
域
振
興
券
」
は
住
民
の
反
響
も
よ

く
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
集
計

し
た
結
果
、
今
年
度
も
発
行
し
て
ほ

し
い
旨
の
回
答
が
大
半
を
占
め
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
民
の
地
元
購

買
力
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
こ
の

事
業
に
要
す
る
費
用
を
一
般
会
計
補

正
予
算
に
追
加
計
上
す
る
。

　

助
成
金
額　
　
　
　

五
〇
〇
万
円プレミアム地域振興券販売の様子

〔　
　
　
　
　
　
　

 

〕

〔　
　
　
　
　
　
　

 

〕
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現
在
で
は
、
紙
媒
体
、
放
送
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
網
羅
で
き
る
方
法
と
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情

報
の
共
有
化
の
あ
り
方
が
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
に
は
、
環

境
整
備
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
整
備

町
内
に
お
け
る

鳥
獣
被
害
対
策
は猫　島　議　員

３氏が
登壇！

一
般
質
問

道
内
の
エ
ゾ
シ
カ
は
六
十
四
万
頭
と

推
定
さ
れ
、
調
査
開
始
以
降
、
過
去
最

大
の
頭
数
と
な
っ
て
お
り
、
留
萌
管
内

に
お
い
て
も
農
林
水
産
被
害
は
増
加

し
て
い
る
。

　

当
町
で
は
、
本
年
二
月
に
苫
前
町

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会
を
設

置
、
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
を
策
定
し
、

エ
ゾ
シ
カ
や
ト
ド
等
の
被
害
防
止
に

向
け
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
等
に

つ
い
て
の
協
議
を
進
め
、
平
成
二
十
二

年
度
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事

業
で
電
牧
柵
（
五
十
㎞
）
の
購
入
を
要

望
し
て
い
た
が
不
採
択
と
な
り
、
今
年

度
の
本
補
助
事
業
に
よ
る
対
応
は
不

可
能
な
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
年

度
か
ら
地
元
猟
友
会
へ
鳥
獣
有
害
駆

除
業
務
を
委
託
し
て
お
り
、
こ
の
業

務
の
中
で
エ
ゾ
シ
カ
に
つ
い
て
は
七
十

頭
の
駆
除
を
目
標
と
し
て
行
っ
て
い

る
。

　

こ
の
目
標
に
向
け
、
当
町
独
自
の

対
策
と
し
て
は
、
春
先
に
集
中
的
な

エ
ゾ
シ
カ
駆
除
を
実
施
す
る
た
め
、
ハ

ン
タ
ー
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、
駆

除
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の
回
収
運
搬
作
業

　

町
内
に
お
け
る
鳥
獣
の
農
林
水
産

へ
の
被
害
対
策
に
つ
い
て
、
町
内
で
の

被
害
額
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
き
て

お
り
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
近
隣

町
村
の
取
り
組
み
例
な
ど
も
参
考
に

し
、
苫
前
町
の
取
り
組
み
を
示
し
て

欲
し
い
。

　

近
年
、
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
分
布
の
拡

大
や
ト
ド
の
来
遊
頭
数
の
増
加
に
よ

り
、
道
内
に
お
け
る
農
林
水
産
被
害

が
深
刻
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

北
海
道
が
行
っ
た
、
平
成
二
十
一
年

度
の
エ
ゾ
シ
カ
調
査
結
果
に
よ
る
と
、

情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備

公
約
の
達
成
度

に
あ
っ
て
、
過
疎
地
域
は
、
民
間
業
者

に
よ
る
積
極
的
な
展
開
が
難
し
く
、
こ

う
し
た
地
域
は
、
整
備
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
い
る
現
状
と
思
う
。

　

し
か
し
全
国
各
地
で
多
く
の
自
治

体
が
整
備
に
積
極
的
だ
。
ま
ち
づ
く

り
だ
け
の
情
報
共
有
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
今
や
産
業
界
、
経
済
活
動
に

お
い
て
は
必
須
の
整
備
で
あ
り
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
引
く
の
と
同
様
と
捉
え

て
も
良
い
現
状
だ
。

　

田
舎
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

接
続
し
、
活
用
す
る
人
が
少
な
い
と

言
う
が
、
必
要
と
す
る
世
代
や
業
種

か
ら
見
て
、
多
い
少
な
い
と
い
う
議
論

の
前
に
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
し
て
認
識
が
あ
る
か
と
い

う
議
論
に
な
る
。
こ
う
し
た
環
境
を

活
用
し
、
町
の
情
報
や
議
会
の
情
報

を
積
極
的
に
発
信
、
交
流
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上

で
大
変
重
要
な
も
の
と
い
う
認
識
を

私
は
持
つ
。
今
後
の
自
治
体
運
営
に

お
い
て
は
、
会
議
や
施
策
状
況
の
発
信

に
動
画
や
文
書
を
デ
ー
タ
化
し
、
公

開
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
容
易
に

な
っ
て
い
る
、
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま

え
て
次
の
こ
と
を
伺
う
。

①
現
在
、
限
ら
れ
た
地
域
で
の
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
整
備
で
あ
る
が
、
必
要
と

さ
れ
る
地
区
ま
で
整
備
が
さ
れ
て
い

る
か
調
査
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
情
報
発
信

と
し
て
考
え
ら
れ
る
方
法
は
ど
う
い

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

③
情
報
提
供
、
共
有
の
仕
組
み
の
研

究
を
進
め
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
（
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
等
）
の
早
急
な
対
応
が
各
分

野
で
必
要
と
感
じ
る
が
ど
う
考
え
る

か
。

①
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
手
法
は
高
齢
者

比
率
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
必
ず
し
も

そ
の
必
要
性
を
裏
付
け
ら
れ
な
い
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お

い
て
は
消
極
的
に
受
け
止
め
て
い
る
。

②
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
回
線
網
を

整
備
す
る
こ
と
な
ど
は
、
様
々
な
用
途

へ
の
利
活
用
と
し
て
良
い
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た
基
幹
的

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

具
体
的
な
情
報
発
信
の
方
法
論
に
結

び
つ
く
と
認
識
す
る
。

③
将
来
的
に
必
要
不
可
欠
と
認
識
し

て
お
り
、
新
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

の
今
後
の
政
府
の
動
向
を
踏
ま
え
充

分
に
検
討
し
、
慎
重
に
進
め
て
行
き
た

い
。

森　

  

町  　

長

答 

弁

森　

  

町  　

長

答 

弁

を
町
職
員
が
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国

や
北
海
道
で
は
、
八
月
に
エ
ゾ
シ
カ
駆

除
及
び
、
個
体
数
調
整
に
関
す
る
緊

急
対
策
と
し
て
新
た
な
助
成
制
度
が

新
設
さ
れ
、
こ
の
助
成
制
度
で
あ
る

北
海
道
の
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

及
び
緊
急
雇
用
創
出
推
進
事
業
を
活

用
し
て
来
年
三
月
ま
で
に
エ
ゾ
シ
カ
の

駆
除
や
越
冬
地
の
調
査
、
捕
獲
に
よ

り
、
新
た
に
百
頭
の
追
加
駆
除
を
目

標
と
し
て
行
う
予
定
で
あ
る
。
電
牧

柵
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に

町
内
各
地
域
ご
と
に
設
置
要
望
の
取

り
ま
と
め
を
行
う
と
と
も
に
、
本
町
の

厳
し
い
財
政
状
況
を
鑑
み
、
北
海
道

と
も
現
補
助
事
業
に
代
わ
る
財
源
確

保
に
向
け
た
協
議
を
し
な
が
ら
新
年

度
に
対
応
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
の必要

性
は西　　　議　員

鳥
獣
被
害
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議会だよりNo,81⑥

　

苫
前
町
の
財
政
運
営
の
柱
と
な
る

町
税
、
使
用
料
な
ど
の
滞
納
が
昨
年

も
微
量
な
が
ら
増
え
、
滞
納
総
額
は

四
千
万
円
の
大
台
に
達
し
た
。

　

景
気
低
迷
で
生
活
苦
の
た
め
、
税

金
を
納
め
ら
れ
な
い
町
民
も
い
る
が

中
に
は
長
期
間
の
滞
納
者
も
見
ら
れ

る
。
ま
じ
め
に
税
金
を
納
め
る
町
民

の
中
に
は
、
不
公
平
感
が
生
じ
て
い

る
。
滞
納
未
納
額
を
す
べ
て
回
収
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
死
亡
や
住
所

不
明
な
ど
で
不
納
欠
損
と
処
分
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
じ
め
に
納
税
し

た
町
民
は
「
な
ぜ
、
不
納
欠
損
に
な

る
ま
で
放
置
し
て
い
た
の
か
」
と
思

う
だ
ろ
う
。

　

税
金
は
そ
の
う
ち
に
と
思
う
う

ち
、
気
が
つ
け
ば
滞
納
が
増
え
る
場

合
も
あ
る
。
滞
納
が
大
き
く
増
え
る

と
徴
収
者
も
請
求
し
に
く
く
、
滞
納

者
も
支
払
い
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
。

　

こ
の
た
び
、
道
と
市
町
村
が
税
の

徴
収
対
策
で
初
め
て
タ
ッ
ク
を
組

み
、
滞
納
者
を
対
象
に
一
斉
督
促
に

乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
年
々
道

民
税
、
市
町
村
民
税
の
累
積
滞
納
が

膨
ら
ん
で
お
り
、
督
促
に
応
じ
な
い

滞
納
者
に
は
給
与
、
預
金
、
財
産
等

の
差
し
押
さ
え
な
ど
、
強
硬
姿
勢
で

臨
む
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
制
度
に
苫
前
町
も
参
画
し
て

い
る
が
、
今
後
の
成
り
行
き
を
し
っ

か
り
見
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
青
木　

記
）

編 

集 

雑 

感

公
約
の
達
成
度
と

次
期
の
進
退
は
？田　沢　議　員

達
成
状
況
は
ど
の
程
度
だ
と
思
う
の

か
。
ま
た
や
り
残
し
た
公
約
は
あ
る
の

か
。

②
公
約
達
成
状
況
に
も
関
連
す
る

が
、
森
町
政
二
期
目
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
今
日
、
三
期
目
に
向
け
出
馬
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。
或
い
は
後
進
に

道
を
譲
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

①
本
町
の
よ
う
な
規
模
の
町
は
国
や

道
の
強
い
影
響
を
受
け
や
す
く
、
景

気
の
動
向
を
見
て
国
や
道
で
出
来
る

事
業
は
、
徹
底
し
て
実
施
し
て
い
く
方

針
で
粘
り
強
く
進
め
て
い
る
。
特
に
補

助
事
業
や
直
轄
事
業
は
町
に
有
利
に

展
開
す
る
よ
う
積
極
的
に
運
動
を
展

開
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、

町
の
個
性
を
発
揮
し
、
他
市
町
村
と

違
っ
た
拘
り
や
個
性
を
発
揮
し
て
い

く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
れ
に

は
「
財
政
の
安
定
化
」
が
第
一
の
課
題

で
あ
り
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
約
を

図
り
、
町
民
に
も
節
約
し
て
い
た
だ
く

周
知
も
徹
底
し
て
行
い
進
め
て
き
た

結
果
、
平
成
二
十
一
年
度
の
実
質
公
債

費
比
率
は
一
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
三

①
今
日
ま
で
数
多
く
の
選
挙
公
約
を

実
現
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
反

面
、
や
り
残
し
た
も
の
も
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
遊
休
化
し
て

い
る
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
二
階
部
分
の

活
用
方
法
に
関
し
て
は
多
く
の
町
民

が
関
心
を
持
っ
て
い
る
問
題
だ
と
思

う
。
「
老
健
施
設
」
へ
の
移
行
を
町
長

自
ら
の
判
断
に
よ
り
延
期
し
住
民
説

明
会
ま
で
開
催
し
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
も
の
が
あ
る
。　

　

現
在
は
無
床
診
療
所
と
し
て
地
域

医
療
の
一
躍
を
担
っ
て
い
る
が
、
先
般

開
催
し
た
「
医
療
対
策
特
別
委
員
会
」

で
二
階
部
分
の
有
効
活
用
案
で
凄
く

具
体
的
で
現
実
味
の
あ
る
提
案
が
あ

っ
た
が
、
厚
生
連
の
回
答
で
「
定
款

上
、
不
動
産
賃
貸
業
は
出
来
な
い
」
と

の
こ
と
。

　

町
長
は
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
的
な

施
設
は
必
要
だ
」
と
言
っ
て
い
た
が
、

厚
生
連
の
回
答
を
考
え
れ
ば
簡
単
に

解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
二
期
目
の
最
終
年
度
を

迎
え
、
選
挙
公
約
で
掲
げ
た
項
目
の

カ
年
平
均
で
は
一
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

ま
で
落
と
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
年
は
二
期
目
の
最
終
年
だ
が
、

ま
だ
半
年
経
過
で
あ
り
四
年
目
の
実

績
を
整
理
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

選
挙
公
約
と
し
た
政
策
は
大
ま
か
な

と
こ
ろ
は
実
現
し
て
き
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

②
来
年
四
月
の
統
一
地
方
選
で
の
三

期
目
の
出
馬
に
つ
い
て
は
、
国
や
道
の

事
業
で
ク
リ
ア
さ
れ
て
い
な
い
も
の

や
継
続
事
業
も
あ
り
、
国
の
政
権
交

代
で
先
が
見
え
な
い
も
の
も
多
く
あ

る
。
今
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
私
の

人
脈
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
難
し
い
も
の
が
あ
り
、
踏
ん
張
り

ど
こ
ろ
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

特
に
本
町
は
第
一
次
産
業
を
ベ
ー
ス

に
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
が
、

農
業
漁
業
の
所
得
保
障
問
題
や
商
工

業
対
策
、
医
療
福
祉
対
策
も
急
務
で

あ
る
。
私
は
自
分
の
能
力
を
過
信
し

て
あ
ま
り
長
い
期
間
町
政
を
担
当
す

べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
国

や
道
の
財
政
状
況
の
悪
化
や
政
権
の

不
安
定
等
を
考
え
た
と
き
、
継
続
し

て
町
政
を
担
当
し
て
き
た
私
と
し
て

現
時
点
で
は
辞
め
ら
れ
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
ま
だ
後
援
会
と
も
相
談
し

て
い
な
い
が
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
を

前
向
き
に
検
討
し
、
来
年
の
町
長
選

に
出
馬
す
る
こ
と
で
考
え
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

森　

  

町  　

長

答 

弁

議会だよりに対する
ご意見・ご要望を
お寄せ下さい。

Eメール
gikai@town.tomamae.lg.jp 

FAX 64－2142

「
納
税
に
つ
い
て
」
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海難救助に向けて －苫前救難所夏季訓練－
　８月２８日（土）苫前漁港内において、苫前救難所（川村信介所長）所員２１
名が海難救助のための技術向上に向け訓練を行った。
　この日の訓練は遭難した船に向けもやい銃の発射訓練や破砕船への消火訓練
のほか、海防水救センターより職員を派遣してもらい、救命胴衣や救命イカダ
の説明及び救命胴衣の有無での浮遊の違いなどの体験も実施された。
　救命胴衣を着用していなければ、カッパ内に水が入り込み、その重さから疲
労度が増すことが改めて確認され、作業行う際の救命胴衣の着用義務の意義も
改めて確認できたようだった。

改めてふるさとを知ろう　－成人講座「ふるさと散歩道」－
　９月４日（土）に公民館主催の成人講座「ふるさと散歩道」が開催、約２０名の参加者
が苫前市街地の史跡めぐりをしながらウォーキングを楽しんだ。
　史跡の説明は、町郷土史研究会の野澤哲美さん、鎌田信夫さん、濱本哲也さんの３名
が担当。集合場所であるとままえ温泉ふわっとで簡単な事前学習と準備運動をした後、
戸長役場跡（明治３６年設置）や岡田家番屋、寺子屋跡（明治９年）などから苫前新港
のダブルデッキを通ってふわっとまで歩く約５㎞を２時間３０分かけて歩いた。
　参加者は、「知らない場所を発見できてよかった」「マチの良さを実感できた」などと
振り返りながら、とままえ温泉ふわっとでの昼食を堪能した。

苫前町130年記念陸上自衛隊第２音楽隊巡回演奏会苫前町公演
　８月２８日（土）公民館において、苫前町１３０年記念陸上自衛隊第２音楽隊
巡回演奏会苫前町公演が開催され、約２８０名が音楽に酔いしれた。旭川市に
所在する陸上自衛隊第２音楽隊は、昭和２９年に発足、戸田正久１等陸尉以下
３６名の編成で、自衛隊における儀式や定期演奏会のほか、第２師団管内各市
町村で開催される各種行事などで演奏し好評を得ている。
　本町での公演もオーディナリーマーチやアニメメドレー、島唄、マイケル
ジャクソンメドレーなど様々なジャンルを披露、観客の心をとらえ、アンコール
では、龍馬伝のテーマなどを演奏、惜しみない拍手が会場から響いていた。

夏はこれから －古丹別保育所夏祭り－
　８月２８日（土）古丹別保育所（川森のり子所長）園庭において、同
保育所母の会(檜森愛会長)主催の夏祭りが開催され、園児や保護者のほ
か小学生や近隣住民などが多数集まり、過ぎゆく夏のひとときを楽しん
だ。この祭りは古丹別地域でお盆の祭りがない時期があり、子ども達の
ため盆踊りを体験させたいということで母の会が中心となり開催された
ことがきっかけで昭和６３年頃より行われている。
　この日も、子ども達の大好きなおもちゃ釣りや輪投げなどの遊びの出
店やわたあめ、フラッペなどの食べ物の出店のほか、日用品や野菜など
のフリーマーケットなどの出店も行われ、子どもだけでなく、多くの大人
も出店と盆踊りで楽しい時間を過ごしていた。

防犯意識を高めるために　－実践型防犯教室－
　全国的に犯罪が多発している中、家庭の防犯は自らが守っていくことの意識づけを目的とした北海道警察主催の実践

型防犯教室が８月３１日（火）公民館で開催され、約３０名の住民が参加した。
　この教室では、北海道内での主な侵入盗手口であるガラス破りや特殊工具によ
る開錠がどのように行われるかを、網入ガラスを実際に割り、その弱さの体験や
特殊工具を用いたドアの開錠が１０秒かからずに行われてしまう様子から、その
恐ろしさを実感した。
　それらの防止の手段としては、時間をかけさせることや音や光での撃退などが
効果的とのポイントも確認でき、防犯グッズの紹介でも参加者の興味を引きつけ
ていた。
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平成22年度 苫前町小学校体育大会
　９月２日(木 )古丹別小学校において小学校体育大会が開催され、
町内両小学校の４年生以上が参加、日頃の体育活動の成果の交流と
陸上競技の技能向上を目的に行われた。
　同大会は、これまで６月に開催されてきたが、１学期中は行事が
多いこと、学習時数の確保が難しくなってきていることから、学芸
会前のこの時期の開催となった。この日は１００ｍ、８００ｍなど５
種目のトラック競技と走り幅跳び、ソフトボール投げなど３種目の
フィールド競技の合計８種目で日頃の運動の成果を発揮した。
　なお本大会では、走り幅跳びに出場した古丹別小学校４年の矢田
剛琉くんが昭和５８年に出された記録に並ぶ３ｍ５８ｃｍを跳び、
大会タイ記録をマークした。

種　　目 氏　　名 校名 記　録 種　　目 氏　　名 校名 記　録

100ｍ

４年女子 佐井　悠那 苫小 18″22

走り幅跳び

４年女子 黒田　侑里 古小 2m48
４年男子 矢田　剛琉 古小 16″28 ４年男子 矢田　剛琉 古小 3m58
５年女子 木藤　優花 古小 17″87 ５年女子 木藤　優花 古小 3m00
５年男子 前川　智輝 古小 18″99 ５年男子 平井　　廉 古小 3m25
６年女子 石川　真子 苫小 18″03 ６年女子 柴田きなり 古小 2m87
６年男子 堀井　勇人 苫小 15″91 ６年男子 前川　　至 古小 3m75

800ｍ
４年女子 伊藤　　歩 苫小 3′40″69

走り高跳び

５年女子 岩田　来千 苫小 1m05
４年男子 横野　稜平 苫小 3′08″15 ５年男子 千葉　大翔 苫小 1m08

1000ｍ
５年女子 岩田　来千 苫小 4′14″96 ６年女子 永井　星奈 古小 1m05
６年女子 金子　真彩 苫小 4′16″47 ６年男子 堀井　勇人 苫小 1m32

1500ｍ
５年男子 平井　　廉 古小 6′11″56

ソフト
ボール
投　げ

４年女子 杉野　佳奈 古小 18m79
６年男子 前川　貴頌 古小 6′02″97 ４年男子 横野　稜平 苫小 37m57

400ｍ
リレー

古
小

工藤　瑠華・瀬川　桃愛
永井　星奈・年代　結香

1′13″18
５年女子 石川　初音 古小 35m50
５年男子 川森　大夢 古小 40m82

古
小

工藤龍之介・平井　　廉
前川　幹也・前川　貴頌

1′06″11
６年女子 鴨田　栞里 古小 28m04
６年男子 前川　貴頌 古小 52m62

（各種目の第１位のみ記載・太枠は大会タイ記録）

苫前町130年記念 第33回苫前町民マラソン大会
　９月１２日(日)スポーツセンター周辺において第３３回苫前町
民マラソン大会が開催され、１ｋｍから５ｋｍまでの４種目の中の
親子の部から一般の部までの１３部門が行われ、それぞれ自己記
録への挑戦に向け激走が繰り広げられた。
　朝から青空に恵まれ絶好のマラソン日和となった大会では、町
体育協会長からの挨拶のあと、苫前小学校６年の金子真彩さん、
古丹別小学校６年の永井星奈さん、苫前中学校２年の成川楓さん、
古丹別中学校２年の鈴木章太くんの４名の選手宣誓で競技が始
まった。
　競技では、スタートダッシュで先を争う姿やゴールで１つでも
順位を上げたいと必死に走る姿などが見られ、沿道で応援する保
護者や地域住民の方も拍手や声援で応援していた。

　同大会では３部門で大会新記録を更新した（太枠が大会新記録）。大会の結果については次のとおり。

種目 部　　　門 氏　　名 タイム 種目 部　　　門 氏　　名 タイム

１
㎞

親 子 の 部 工藤瑠稀矢
工藤　慎也 1′35″61 ２

㎞

小学４年女子の部 黒田　侑里 9′49″26

小学５年女子の部 岩田　来千 9′41″35

小学１年男子の部 平井　憲吾 4′12″61 小学６年女子の部 金子　真彩 8′25″06

小学１年女子の部 清水　音寧 5′05″90

３
㎞

小学５年男子の部 平井　　廉 12′55″22

小学２年男子の部 瀬川　永夢 4′08″99 小学６年男子の部 前川　貴頌 12′40″90

小学２年女子の部 高田　佳歩 4′08″49 中 学 生 女 子 の 部 福田　レナ 14′27″18

２
㎞

小学３年男子の部 西　　志尚 8′14″24 一 般 女 子 の 部 芳賀　昌子 16′29″45

小学３年女子の部 池田　朱桜 9′11″89 ５
㎞

中 学 生 男 子 の 部 伊藤　翔貴 20′13″19

小学４年男子の部 横野　稜平 8′13″39 一 般 男 子 の 部 蓮見　一輝 19′34″62

（各種目の第１位のみ記載・太枠は大会新記録）




